
第三種郵便物認可　平成18年４月１日（土曜日）中小企業タイムズ（3）

建設会社で従業員18名（３級職15名）、就業中のみ担保
お一人あたり死亡・後遺障害保険金額1,000万円、 
入院保険金日額10,000円、通院保険金日額6,000円の場合
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　調査対象の50業界のDI値は、製造業の「売上高」が大幅に回復し、他の指標も回復した一
方、非製造業の「売上高」が大幅に減少し、他の指標が減少するなど、業種によりバラツキは
あるものの、全体としては景気回復に向けた動きがわずかながら強くなりつつある。
　原油価格高騰などによる燃料費等の直接的なコスト高、及び原材料、包装資材などのコス
ト高が多くの産業の収益を圧迫しており、中小企業の経営は依然として厳しい状況にある。
　業種としては、機械金属製造業、窯業・土石製品製造が好調であり、製造業全体としても昨
年の9月以来、5ヶ月ぶりに売上高がプラスの値となった。一方、非製造業、特に小売業・サー
ビス業の売上高が減少している企業が大幅に増加し、昨年8月以来の低い水準となった。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成18年２月分）
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現
在
の
景
況
は
い
か
が
で
す
か
？
　

　
現
在
、
一
部
大
企
業
で
記
録
的
な
利
益
を
出
し
て
い
る
事
や
、
不
景
気
は
あ
る

程
度
脱
し
た
と
い
う
報
道
等
で
な
ん
と
な
く
景
気
が
良
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、
バ
ス
業
界
に
限
っ
て
言
え
ば
県
内
外
、
大
手
、
中
小
す
べ

て
で
良
い
声
は
聞
き
ま
せ
ん
。

原
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
や
は
り
全
体
的
な
不
況
感
の
お
か
げ
で
、
職
員
旅
行
、
無
尽
旅
行
な
ど
が
大
幅

に
減
っ
て
い
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
職
員
旅
行
な
ど
に
つ
い
て
は
、
景
気
だ
け
で

は
な
く
旅
行
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
も
言
え

ま
す
ね
。
今
の
時
代
、
幹
部
職
員
と
若
手
職
員
が
一
緒
に
旅
行
に
行
く
こ
と
自
体

が
難
し
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
規
制
緩
和
の
影
響
で
10
年
前
に
比
べ
て
事
業
者
が
３
倍
程
度
に
な
っ
た

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
多
く
の
事
業
者
で
競
争

し
合
う
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
多
す
ぎ
る
事
業
者
数
は
低
価
格
競
争
を
招
く
だ
け

で
す
ね
。

今
後
の
展
望
は
？

　
先
ほ
ど
か
ら
お
話
し
し
て
い
る
と
お
り
業
界
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
需
要
や
価
格
が
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、
サ

ー
ビ
ス
は
む
し
ろ
向
上
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
乗
務
員
へ

の
積
極
的
な
教
育
研
修
や
、
よ
り
良
い
設
備
の
車
両
の
導

入
等
で
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

多
く
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
業
界
︵
組
合
︶
と
し
て
も
何
ら
か
の
事
業
を
行
い
、

助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

趣
味
は
？

　
ほ
と
ん
ど
行
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
え
て
い
う

な
ら
ゴ
ル
フ
に
行
く
こ
と
で
す
か
ね
。

□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
／
菓
子
関
連
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
造
が
好
調
で
前
年
比
微

増
で
あ
る
が
、企
業
間
格
差
が
拡
大
。

水
産
物
加
工
は
微
増
で
あ
る
が
、

中
国
と
の
競
合
に
よ
り
、
原
料
価

格
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
麺
類
製

造
は
、飲
食
店
の
不
振
に
よ
り
、仕

入
先
を
含
む
関
連
業
者
が
沈
滞
気

味
で
あ
る
。加
え
て
、燃
料
費
な
ど

の
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
。

●
繊
維
・
同
製
品
／
織
物
は
、原
料

の
絹
糸
が
１
年
間
で
約
２
倍
に
値

上
が
り
し
た
が
、
売
価
に
転
嫁
で

き
な
い
た
め
収
益
を
圧
迫
。
少
子

化
の
影
響
に
よ
り
、
ス
ク
ー
ル
タ

イ
の
受
注
が
減
少
し
た
。
袖
裏
地

は
生
産
調
整
に
入
っ
て
い
る
。

●
木
材
木
製
品
／
木
材
の
販
売
量
・

仕
入
量
は
、
流
通
部
門
は
若
干
増

加
し
た
が
、製
造
部
門
は
不
変
。仕

入
価
格
は
流
通
部
門
若
干
上
昇
し

た
が
、
製
造
部
門
は
不
変
。
米
材
・

南
洋
材
等
の
輸
入
材
は
、為
替
、原

油
等
の
コ
ス
ト
高
か
ら
値
上
が
り

し
て
い
る
。

●
印
刷
／
年
度
末
の
需
要
に
よ
り

売
上
高
は
微
増
し
た
が
、
依
然
と

し
て
低
価
格
競
争
が
続
い
て
い
る
。

●
窯
業
土
石
製
品
／
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
出
荷

量
は
、年
度
末
の
公
共
物

件
の
発
注
、民
需
も
順
調

で
増
加
し
た
が
、来
期
は

期
待
薄
。

●
鉄
鋼
機
械
金
属
／
機

械
製
造
は
、
企
業
間
格
差
は
あ
る

も
の
の
、全
体
的
に
好
調
に
推
移
。

企
業
に
よ
っ
て
は
親
企
業
の
支
払

条
件
が
現
金
払
い
と
良
く
な
り
、

金
利
負
担
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図

ら
れ
た
。

●
宝
飾
品
／
宝
飾
品
は
、
低
価
格

商
品
の
動
き
は
あ
る
が
、
全
体
的

に
は
厳
し
い
状
況
。
地
金
価
格
の

変
動
の
影
響
に
よ
り
、
受
注
量
が

減
少
し
、
企
業
間
格
差
が
ま
す
ま

す
拡
大
す
る
と
予
測
。

■
非
製
造
業

●
小
売
業
／
水
産
物
は
、
資
金
繰

り
が
益
々
悪
化
し
て
お
り
、
大
型

店
出
店
の
動
向
が
経
営
存
続
を
左

右
。食
肉
小
売
は
、米
国
産
牛
肉
の

再
禁
輸
の
影
響
に
よ
り
、
消
費
が

落
ち
込
ん
で
お
り
、
国
内
の
牛
肉

自
給
率
の
低
下
が
予
測
さ
れ
、
禁

輸
の
長
期
化
が
業
界
に
暗
い
影
を

落
と
し
て
い
る
。家
電
は
、オ
ー
ル

電
化
な
ど
の
住
宅
設
備

機
器
、
太
陽
光
発
電
設

備
等
の
成
約
が
あ
る
が
、

入
荷
待
ち
や
工
事
日
程

待
ち
に
よ
り
、
納
品
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。

燃
料
販
売
は
、
元
売
各

社
は
１
〜
２
円
／
Ｌ
程

度
値
上
げ
し
た
が
、
小

売
店
は
ガ
ソ
リ
ン
、
軽

油
販
売
価
格
を
据
え
置

い
た
。
３
月
は
４
〜
５

円
の
値
上
げ
が
必
至
で

あ
る
。
自
動
車
販
売
は
、

販
売
量
は
減
少
し
た
が
、

利
幅
の
あ
る
車
種
の
売

り
上
げ
が
好
調
で
収
益

が
好
転
し
た
。

●
サ
ー
ビ
ス
業
／
ホ
テ

ル
・
旅
館
は
、
海
外
か
ら

の
観
光
客
が
増
加
し
て

い
る
が
、
低
料
金
で
あ

る
た
め
、
受
入
施
設
が

限
ら
れ
る
。地
域
間
格
差
が
見
ら
れ
、

著
し
く
収
益
が
減
少
し
た
地
域
が

あ
る
。
自
動
車
整
備
は
、
１
、
２
月

は
極
端
に
売
上
が
落
ち
る
時
期
で

あ
り
、各
社
の
経
営
は
厳
し
い
。デ

ィ
ー
ラ
ー
系
や
自
動
車
部
品
販
売

店
の
営
業
攻
勢
に
よ
り
、
専
業
店

は
益
々
苦
し
い
状
況
。

●
建
設
業
／
建
設
業
は
、
公
共
事

業
削
減
の
影
響
、
今
後
の
見
込
み

も
期
待
薄
の
た
め
厳
し
い
状
況
。

鉄
構
工
事
は
、
大
手
橋
梁
メ
ー
カ

ー
の
指
名
停
止
解
除
、
首
都
圏
の

再
開
発
物
件
の
一
段
落
を
受
け
、

地
方
の
中
小
物
件
の
受
注
競
争
が

激
化
し
、
受
注
価
格
が
低
下
し
て

い
る
。管
工
事
は
、公
共
事
業
が
減

少
し
た
。型
枠
工
事
は
、工
事
量
は

あ
る
が
、
安
値
競
争
に
よ
る
採
算

割
れ
で
、経
営
の
悪
化
が
懸
念
。

●
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー
業
界
は
、

サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ
１
昇
格
に
よ
る
新

た
な
需
要
や
春
の
行
楽
に
期
待
。

運
輸
業
者
は
、
荷
動
き
は
活
発
化

し
た
が
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
伴

う
コ
ス
ト
高
分
を
運
賃
に
転
嫁
で

き
な
い
た
め
、経
営
が
厳
し
い
。関

連
事
業
の
土
木
事
業
の
不
振
に
よ

り
、
４
社
が
事
業
廃
止
又
は
休
業

し
た
。

約23.5％割引山梨県中央会Jプランご加入のおすすめ約23.5％割引山梨県中央会Jプランご加入のおすすめ

●当組合観光バスをご利用下
　さい

問い合わせ

●普通傷害保険（保険金額建・準記名式契約特約全員付保・就業中のみの危険担保特約)

万が一の事故に備えて社員の安心をバックアップ

中央会の団体傷害ならこんなにオトクです。

●三井住友海上火災保険（株）代理店
●㈲山梨県中小企業福祉センター（中央会内）担当：組沢
　〒400-0035 山梨県甲府市飯田2-2-1  Tel.055-237-3215

１.契約者の業種と売上高等から被保険者数算出が可能
２.被保険者数の増減による異動処理が不要
３.確定精算が原則不要
４.業務上・通勤災害に限定した合理的な補償
５.子会社・関連会社・下請け業者の従業員も追加可能
６.経営事項審査で約７，５ポイントの加点評価

スーパーJプランの商品メリット
スーパーJプランほかに

※上記は職種級別３級（建設作業者、ガス配管工事）の保険料です。それ以外のご職業の場合に
　は、取扱代理店または引受保険会社までご照会ください。

月々 63,210円 月々月々 53.85053.850円月々月々 53.85053.850円月々 53.850円

1年間で年間で112,32012,320円も円もお得お得1年間で112,320円もお得

通常の傷害保険に
加入している場合 毎月の毎月の

保険料は保険料は
毎月の
保険料は

中央会の
団体傷害なら


